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カケハシ・プロジェクト招へいプログラムの記録 

対象：アジア系カナダ人（カナダ） 

 

１．プログラム概要 

 対日理解促進交流プログラム「カケハシ・プロジェクト」として，カナダから社会

人 5名が 2018 年 11 月 4日～11 月 11 日の日程で来日しました。日本の政治，経済，

社会，文化，歴史及び外交政策などの対日理解促進を目的としたプログラムに参加

し，講義，視察，日本人との交流を通じて幅広く日本を理解する機会を持ちました。 

 

【参加国・人数】 

カナダ：5名 

【訪問地】 

東京都，大阪府 

 

２．日程   

11/4 (日) 【来日】 

11/5 (月) 【オリエンテーション】 

【講義】外務省北米第二課（日加関係） 

  【講義】外務省中国・モンゴル第一課（日中関係） 

【講義】外務省北東アジア第一課（日韓関係） 

11/6 (火) 【視察】皇居，国会議事堂 

【表敬訪問】辻清人外務大臣政務官 

  【視察】豊洲市場 

【視察】パナソニックセンター東京 

11/7 (水) 【視察】TOYOTA メガウェブ  

  【視察】日本科学未来館，川崎重工 Kawasaki Robostage 

東京都から大阪府へ移動 

11/8 (木) 【表敬訪問】大阪府堺市長 

  【視察】仁徳天皇陵古墳，大仙公園日本庭園 

【日本文化体験】呈茶体験  

【視察】芦刃物製作所 

11/9 (金) 【視察】大阪城，大阪企業家ミュージアム 

  【視察】黒門市場，住吉大社 

11/10 (土) 大阪府から東京都へ移動 

  【視察】 浅草寺 

11/11 (日) 【離日】 
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３．プログラム記録写真  

  

11/5【講義】外務省北米第二課 11/6【表敬訪問】辻清人外務大臣政務官 

  

11/7【視察】トヨタ・メガウェブ 11/8【表敬訪問】大阪府堺市長 

  

11/8【視察】芦刃物製作所 11/9【視察】住吉大社 

 

４．参加者の感想（抜粋） 

◆このカケハシ・プロジェクトで，日本政府（連邦，市）の役人と会い，日本の文化（伝

統，食べ物，行動）を身近に理解しました。秩序，丁寧さ，親切さともてなしの気持ち

には，大変感動しました。明治時代の企業家が日本社会に貢献するために払った犠牲に

は，感動しました。彼らは大変重要な人たちで，尊敬しています。道路はきれいで，ど

んなに渋滞していても，秩序が保たれていました。誰も警笛の音を鳴らさず，この一週

間道路で一度も警笛の音を聞きませんでした。このプログラムには，とても感謝してい

ます。このプログラムにより，日本と日本文化をもっと理解することができました。私

は，日本人の特性である親切さ，迅速さ，辛抱強さには，とても心を打たれました。必

ずまた家族や友人と再来日するつもりです。 

 

◆このプログラムによって，異なる職業と人種的な背景を持ち，また，居住地も違う 5

人のアジア系カナダ人が集まり，貴重な経験を共有しました。また，個人やカナダ人に

とって重要な問題についても意見を交換することができました。このプログラムは，日
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本というアジアの国の多様性を探求すると共に，私たちの視点から日本の人たちと話を

する機会を与えてくれました。政府の役人，ハイテク企業の上級管理職，そして文化団

体の代表者に会うことにより，日本のビジネスモデルと労働倫理を理解することができ

ました。また，日本が世界を牽引するためにいかに迅速に前進しているのかを知りまし

た。行く先々で地元の人々と交流できたことには，ただただ感激しました。なぜなら，

実際の日本がどんな国なのか，一般の人々の視点から教えてくれたからです。 

 

◆このプログラムは，大変良く企画され，準備されていました。外務省で述べられた未

来への架け橋を造る，というビジョンは，とても思慮に富んでいると感じました。私は，

日本に滞在している間に出会った全ての人たちが，一生懸命であり，もてなしの気持ち

を持っていることに感動しました。まず，政務官との面談は，政治家が日本の将来につ

いてどのような見解を持っているかを知る機会を与えてくれました。私たちと率直に話

をしてくれたことで，多くの見識を得ました。次に，日本を代表する会社であるパナソ

ニックとトヨタを訪問できたことで，日本で開発されている最先端の技術を直接知るこ

ともできました。最後に，私たちが出会った全ての人々は，大変礼儀正しく，仕事熱心

でした。それが最も印象に残りました。このような素晴らしいプログラムを私たちのた

めに準備してくれたことに，改めて感謝します。 

 

５．参加者の対外発信  

 

プログラムについての発信(Facebook) 

外務省の招へいのカナダ代表団の一員とし

て初めて日本を訪問することができたこと

に感謝します。素晴らしい文化，食べ物，

技術。このカケハシがこれからも築き続け

られることを期待します。 

 


